
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

リハビリテーション科専門研修コース（大森）  

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
リハビリテーション科専門医になるために、編纂された研修プログラムを実施する。東邦大学医療セ

ンター大森病院を基幹研修病院とし、厳選された教育関連病院と一体となった教育システムにより、臨

床能力と研究能力の両方を併せ持つ非常にバランスのとれた理想的医療人を育成する。 
大学病院における急性期リハビリテーションの研修、回復期病床における回復期の研修、専門性のあ

るリハビリテーション医療の研修、の 3 本柱からなる研修で、急性期から維持期（生活期）のリハビリ

テーション、障害福祉などを経験できる。また、大学院医学研究科リハビリテーション医学講座として

博士課程大学院生の教育も行っており、希望する場合には研修の期間中に大学院に進学し、臨床を行い

ながら社会人大学院生として研究を開始することも可能である。 
 

研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 リハビリテーション科 
研修期間 
0.5～1 年 
習得内容 
急性期医療施設として、様々な疾病の超早期より障害の評価と分析を可能とする。 
病院名・診療科 
教育関連病院 小児施設 
研修期間 
0～0.5 年 
習得内容 
通常、病院では接する機会が少ない重度心身障害児（者）とその家族への適切な医療方針の立案を可能

とする。 
 
２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 リハビリテーション科 
研修期間 
0.5～1 年 
習得内容 
急性期、回復期から維持期にかけての運動機能と能力の変化を経験して、長期的な目標設定を可能とす

る。 



病院名・診療科 
教育関連病院 小児施設 
研修期間 
0～0.5 年 
習得内容 
急性期、回復期から維持期にかけての運動機能と能力の変化を経験して、長期的な目標設定を可能とす

る。 
 
３年目  
病院名・診療科 
教育関連病院 
研修期間 
0～1 年 
習得内容 
疾患の種類にかかわらず主に身体的・機能的な障害を持つ障害者を対象とし、診断・評価・治療を行い、

社会復帰を支援するリハビリテーション医学的技術を習得する。 
 
4 年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 リハビリテーション科 
研修期間 
0～1 年 
習得内容 
研究、教育への参加 
 
専門医の取得 

 
週間予定 
東邦大学医療センター大森病院 リハビリテーション医学研究室 
 
 月 火 水 木 金 土 日 
8:30-9:00 Case of the Week        
9:00-12:00 リハ外来        
10:00-12:00 嚥下新患外来        
9:00-10:00 ボトックス外来        
10:00-12:00 嚥下造影検査        
11:00-12:30 RST 回診        
12:00-1300 ランチミーティング        
13:00-14:00 多職種症例カンファ        
13:00-17:00 嚥下回診        



14:00-18:00 装具診        
14:00-16:00 電気生理検査        
15:00-16:00 整形外科回診         
16:00-17:00 神経内科カンファ        
17:00-18:00 ジャーナルクラブ        
18:00-19:00 Research in Prigress        
教育関連施設においては、各指導責任者の週間予定に従う。 
 
教育関連病院・施設 
東京小児療育病院 
初台リハビリテーション病院          
世田谷記念病院 
甲州リハビリテーション病院 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
現在の在籍医は、専門医および学位を取得している。 
 
コースの指導状況 
日本リハビリテーション医学会の研修認定施設として承認されている。 
 
評価及び修了認定 
リハビリテーション科専門医に相応しい知識・技能を修得することを目指し、日本リハビリテーション

医学会が示した研修目標に準じ、到達レベルを指導責任者および研修者自らが評価する。修了認定はリ

ハビリテーション科専門医資格取得とする。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本リハビリテーション医学会 

資格名 リハビリテーション科専門医 

資格要件 

医師免許取得後５年以上及び本医学会加入後３年以上を経過していること。 
本医学会の定めた専門医制度卒後研修カリキュラムに基づき本医学会が認定する研

修施設において３年以上の研修を行ったものであること。 
本医学会における主演者の学会抄録２篇を有すること。 

学会の連携等の概要 

日本整形外科学会、日本リウマチ学会、日本神経学会、日本義肢装具学会、日本臨床神経生理学会、日

本脊髄障害医学会、日本老年医学会、日本脳性麻痺研究会、日本脳卒中学会、日本脳神経外科学会、日

本末梢神経学会、日本高次脳機能障害学会、日本摂食嚥下リハビリテーション学会、日本脳性麻痺の外

科研究会、日本小児神経学会、日本認知症学会、日本心臓リハビリテーション学会、日本骨代謝学会 

 


